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『南
方
紀
伝
』
・
『桜
雲
記
』
の
成
立
時
期
の
再
検
討

は
じ
め
に

近
世
に
成
立
し
た
南
朝
関
係
の
史
書
の
う
ち
、
『
南
方
紀
伝
』
と

『
桜
雲

記
』
は
、
比
較
的
早
い
時
期
に
成

っ
た
も
の
で
あ
り
、
両
書
と
も
伝
本
数
は

極
め
て
多
い
こ
と
か
ら
、
広
く
受
容
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

両
書
は
と
も
に
、
後
醍
醐
天
皇
の
治
世
か
ら
長
禄
二
年
の
南
朝
皇
胤
の
滅

亡

（『桜
雲
記
』
は
長
禄
三
年
の
こ
と
と
す
る
）
ま
で
を
対
象
に
、
南
朝
と

そ
の
後
胤
の
動
向
を
記
す
。
両
書
に
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
は
、
共
通
す

る
記
事
や
叙
述
が
極
め
て
多
い
こ
と
か
ら
、
疑
い
を
容
れ
な
い
。

『南
方
紀
伝
』
と

『
桜
雲
記
』
の
成
立
に
つ
い
て
、
平
田
俊
春
氏
は
、
両

書
と
他
文
献
と
の
依
拠
関
係
を
根
拠
に
、
『
桜
雲
記
』
は
正
保
四

（
一
六
四

七
）
年
か
ら
慶
安
五

（
一
六
五
二
）
年
の
間
の
成
立
で
あ
り
、
『南
方
紀
伝
』

は
寛
文
十

（
一
六
七
〇
）
年
以
後
の
成
立
で
あ
る
と
さ
れ
た

（詳
し
く
は
後

述
）
。
さ
ら
に
、
『
桜
雲
記
』
龍
門
文
庫
本
は
、
川
瀬

一
馬
氏
に
よ
り
、
「
江

戸
極
初
期
写
」
と
さ
れ
て
お
り
、
以
上
に
よ
り
、
『
桜
雲
記
』
は

『南
方
紀

勢

田

道

伝
』
に
先
行
す
る
と
見
る
の
が
、　
一
般
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
平
田
氏
の
論
は
、
具
体
的
な
挙
証
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な

い
点
に
問
題
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
氏
の
論
に
対
し
て
は
、
異
論
も
提
示
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
青
木
晃
氏
は
、
『南
方
紀
伝
』
の
巻
二
の

部
分
が
、
同
書

の
記
載

に
よ
る
と
後
補
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
の
に
対
し
、

『桜
雲
記
』
は
こ
の
後
補
部
分
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
を

「
自
然
な
記
事
の
流
れ

に
組
み
込
ん
」
で
い
る
こ
と
か
ら
、
『桜
雲
記
』
に
つ
い
て
、
「
か
な
り
下

っ

た
編
著
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
」
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

青
木
氏
の
説
に
つ
い
て
は
、
『
南
方
紀
伝
』
巻
二
の
後
補
部
分
と
、
『
桜
雲

記
』
の
こ
れ
に
相
当
す
る
部
分
と
が
、
共
通
の
文
献
を
母
体
と
す
る
兄
弟
関

係
に
あ
る
可
能
性
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
な
い
点
に
問
題
が
あ
り
、
ま
た
、

平
田
氏
の
説
の
妥
当
性
に
つ
い
て
も
態
度
を
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

こ
れ
を
無
条
件
で
是
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
平
田
氏
の
論
に

例
証
が
十
分
に
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
以
上
、
青
木
氏
の
説
は

一
定
の
説
得
力

を
も

つ
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

生



以
上
の
よ
う
に
、
『南
方
紀
伝
』
と

『桜
雲
記
』
の
成
立
時
期
お
よ
び
依

拠
関
係
は
、
現
時
点
で
は
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
よ
っ
て
、
本

稿
で
は
、
平
田
氏
の
説
を
手
掛
か
り
に
、
両
書
の
成
立
時
期
を
再
検
討
し
、

次
い
で
、
両
書
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
之
に
す
る
。

一
、
『桜
雲
記
』
成
立
説
の
再
検
討

ま
ず
、
『桜
雲
記
』
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
、
平
田
氏
の
説
が
妥
当
で
あ

る
か
、
確
認
す
る
。

平
田
氏
が

『桜
雲
記
』
の
成
立
を
正
保
四
年
か
ら
慶
安
五
年
の
間
と
さ
れ

た
の
は
、
以
下
の
理
由
に
よ
る
。

第

一
に
、
寛
文
十

（
一
六
七
〇
）
年
に
成

っ
た

『続
本
朝
通
鑑
』
に

『桜

雲
記
』
の
書
名
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
『桜
雲
記
』
の
成
立
は
寛
文
十
年
以

前
で
あ
る
と
す
る
。

第
二
に
、
『桜
雲
記
』
が
興
国
六
年
北
朝
辱
沓
軍
条
に

『
関
城
書
』
を
収

め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
『関
城
書
』
は
寛
永
年
間
に
白
河
藩
主
榊
原
忠
次
に

よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
林
鵞
峰
の

『
関
城
書
考
証
』

に
よ
っ
て
、
元
来
無
記
名
無
年
月
の

『関
城
書
』
が
、
康
永
三
年
の
北
畠
親

一房
の
書
状
で
あ
る
と
さ
れ
た
の
は
正
保
四

（
一
六
四
七
）
年
で
あ
る
と
し
て
、

『桜
雲
記
』
の
成
立
は
正
保
四
年
以
後
で
あ
る
と
す
る
。

第
二
に
、
『桜
雲
記
』
は
慶
安
五

（
一
六
五
二
）
年
に
成

つ
た
林
鵞
峰
撰

『
日
本
王
代

一
覧
』
（以
下
、
『王
代

一
覧
し

の

「主
要
な
材
料
と
さ
れ
て
い

る
」
と
し
て
、
『桜
雲
記
』
の
成
立
は
慶
安
五
年
以
前
で
あ
る
と
す
る
。

右
の
平
田
氏
の
論
拠
の
う
ち
、
本
稿
が
問
題
と
す
る
の
は
、
第
二
の

『桜

雲
記
』
と

『
王
代

一
覧
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
。

『
王
代

一
覧
』
と

『
桜
雲
記
』
と
に
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
は
、
明
ら

か
で
あ
る
。
例
え
ば
、
『
桜
雲
記
』
元
徳
二
年
条
に
は
、
左
の
記
事
が
あ
る
。

九
月
、
長
崎
高
資
逆
威
ヲ
振

フ
事
甚
シ
、
高
時
蜜

二
高
資
力

一
族
高
頼

二
命
シ
テ
、
高
資
ヲ
殺

ン
ト
ス
、
事
顕
レ
テ
、
高
頼
却
而
奥
州

工
流

レ

テ
、
高
資
弥
騎
奢

ス
、
鎌
倉
ノ
政
衰
テ
、
人
皆
叛
ク
、
此

ヲ
聞
テ
、
主

上
又
鎌
倉

ヲ
謀
ル
志

ア
リ
、

一
方
、
『
王
代

一
覧
』
の
同
年
条
に
は
、
左
の
よ
う
に
あ
る
。

九
月
。
長
崎
高
資
逆
威
ヲ
振

コ
ト
甚

ニ
ヨ
リ
テ
。
高
時
密

二
高
資
ガ

一

族
。
高
頼

二
命
ジ
テ
。
高
資
ヲ
殺
サ
ン
ト
ス
。
事
顕
ケ
レ
バ
。
高
頼
カ

ヘ
ツ
テ
奥
州

工
流
サ
レ
テ
。
高
資
弥
騎
ル
。
鎌
倉
ノ
政
衰
テ
。
人
ミ
ナ

（６
）

ソ
ム
ク
。
此
ヲ
聞
テ
。
主
上
又
鎌
倉
ヲ
ハ
カ
ル
志
ア
リ

右
の
よ
う
な
本
文
の
酷
似
は
、
こ
の
他
に
も
多
く
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
『王
代

一
覧
』
が

『桜
雲
記
』
に
拠
る
と
す
る
平
田
氏
の
判
断
は
、

正
し
い
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
本
稿
が
注
目
す
る
の
は
、
『王
代

一
覧
』
の
著
者

林
鵞
峰
の
自
筆
稿
本
で
あ
る
。
こ
の
本
に
は
、
補
入
や
訂
正
の
痕
跡
が
多
く

残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
『王
代

一
覧
』
本
文
の
成
立
過
程
を
窺
う
こ
と

が
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
改
変
は
、
『桜
雲
記
』
と
依
拠
関
係
の
認

め
ら
れ
る
部
分
に
も
及
ぶ
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
右
に
版
本
に
よ
っ
て
示
し
た

『王
代

一
覧
』
元
徳
二
年
の
記
事

は
、
自
筆
稿
本
で
は
左
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

ニ

九
月
、
長
崎
高
資
逆
威
ヲ
振
コ
ト
甚
シ
キ
ヨ
リ
テ
、
高
時
密
二
高
資
カ



弟
高
頼

二
命

シ
テ
、
高
資

ヲ
殺
サ
ン
ト
ス
、
事
顕
ケ
レ
ハ
、
高
頼
む
奥

州

へ
流
サ
レ
〉

音
同
資
弥
騎
ル
、
鎌
倉

ノ
赳
一卿
〓ｔ
鴻
毎
進
な
ソヵ
型
グ
颯

右
の
部
分
と
、
さ
き
の

『桜
雲
記
』
の
本
文
と
を
比
較
す
る
と
、
『
桜
雲

記
』
の
本
文
が
近
似
す
る
の
は
、
『
王
代

一
覧
』
稿
本

の
、
補
入

。
訂
正
を

含
め
た
か
た
ち
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

更
に

一
例
を
挙
げ
る
。
『
桜
雲
記
』
元
弘
二
年
条
で
あ
る
。

幡

八
月
、
赤
松
円
心
幡
州
苔
縄
ノ
城
ヲ
構
テ
、
先
帝
ノ
味
方

二
属
ス
、
正

成
千
剣
破
城
ヲ
築
テ
楯
籠
、
九
月
、
高
時
其

一
族
大
仏
貞
直
阿
曽
時
治

及
三
階
堂
道
蘊
等
、
大
軍
ヲ
将
ヒ
テ
上
洛
ス
、

一
方
、
『
王
代

一
覧
』
自
筆
稿
本
に
は
左
の
よ
う
に
あ
る
。

八
月
、
赤
松
円
心
播
州
苔
縄
城

ヲ
構
テ
、
先
帝
ノ
御
方
ト
ナ
ル
、
正
成

千
剣
破
城

ヲ
築
テ
楯
籠

ル
、
九
月
、
高
時
ｏ
大
軍
ガ
誦
髪
輝
靖
孫
ゴ

な

セ
シ
ム
、

こ
こ
で
も
、
『桜
雲
記
』
の
本
文
が
近
似
す
る
の
は
、
『
王
代

一
覧
』
稿
本

の
、
補
入
部
分
を
含
め
た
か
た
ち
で
あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
『
王
代

一
覧
』

稿
本
は
、
『桜
雲
記
』
の
本
文
と
近
似
す
る
内
容
を
、
補
訂
以
前
に
記
さ
れ

て
い
た
部
分
と
補
訂
部
分
と
の
、
少
な
く
と
も
二
段
階
に
分
け
て
記
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

よ

っ
て
、
も
し

『
王
代

一
覧
』
が

『
桜
雲
記
』
に
拠

っ
た
の
で
あ
れ
ば
、

『
王
代

一
覧
』
の
著
者
林
鵞
峰
は
、
ま
ず

『桜
雲
記
』
に
よ

っ
て
補
入

・
訂

正
以
前

の
本
文
を
記
し
、
そ
の
後
、
再
度

『
桜
雲
記
』
を
参
照
し
て
、
加

筆

・
修
正
を
施
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
不

自
然
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
考
え
て
、
『
桜
雲
記
』
が

『
王
代

一
覧
』
の

「
主

要
な
材
料
」
で
あ

っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
『桜
雲
記
』
が

『
王
代

一
覧
』

に
拠

っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
問
題
に
な
る
の
は
、
『桜
雲
記
』
龍
門
文

庫
本
の
存
在
で
あ
る
。
先
に
も
触
れ
た
通
り
、
同
本
は
川
瀬

一
馬
氏
に
よ
り
、

「
江
戸
極
初
期
写
」
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
『
桜
雲
記
』
の

成
立
は

「
江
戸
極
初
期
」
以
前
、
す
な
わ
ち

『
王
代

一
覧
』
の
成
立
以
前
と

い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
だ
ろ
う
か
。

結
論
か
ら
言
え
ば
、
こ
れ
は
川
瀬
氏
の
年
代
認
定
の
誤
り
だ
と
考
え
る
。

先
述
の

『
王
代

一
覧
』
と

『
桜
雲
記
』
と
の
関
係
か
ら
、
そ
の
よ
う
に
考
え

る
の
だ
が
、
龍
門
本
自
体
に
よ

っ
て
述
べ
る
な
ら
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

龍
門
本
に
は
左
の
奥
書
が
あ
る
。
本
文
と
同
筆
で
あ
る
。

右
桜
雲
記
、
今
世
稀
也
、
借
請
或
人
所
秘
之
本
、
如
形
書
写
了
、
尚
可

清
書
而
己
、
重
文
ニ
ケ
処
以
朱
首
書
、
誤
字
以
墨
傍
書
、
完
如
本
写
留

了
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桑
門
徹
紹

こ
こ
に
見
え
る
書
写
者

の
名

「徹
紹
」
は
、
『
公
卿
補
任
』
明
和
五

（
一
七

六
八
）
年
条
に
、
同
年
二
月
十
三
日
に
四
十
七
歳
で
出
家
し
た
、
正
三
位
前

権
中
納
言
山
科
頼
言
の
法
名
と
し
て
、
見
え
る
。

稿
者
は
、
龍
門
本
の
書
写
者

「
徹
紹
」
は
、
こ
の
山
科
頼
言
で
あ
る
と
考

え
る
。
そ
の
理
由
は
、
ま
ず
、
龍
門
本

『
桜
雲
記
』
は

「山
科
蔵
書
」
の
印

記
を
も

つ
山
科
家
旧
蔵
本
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
同
本
の
筆
跡
は
、
国
立

公
文
書
館
蔵

『
山
科
家
日
記
』
に
よ

っ
て
知
ら
れ
る
頼
言
の
筆
跡
と
同

一
と

見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
以
上
に
よ
り
、
龍
門
本

『
桜
雲
記
』
は
、
山
科
頼

言
が
出
家
し
た
明
和
五
年
以
後
、
没
し
た
明
和
七
年
以
前
に
、
同
人
に
よ

っ



て
書
写
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
に
よ
り
、
『桜
雲
記
』
は
、
『
王
代

一
覧
』
の
成
立
し
た
慶
安
五
年
以

後
の
も
の
で
あ

っ
て
よ
い
。
そ
し
て
、
『
王
代

一
覧
』
の
成
立
し
た
慶
安
五

年
は
、
『
桜
雲
記
』
成
立
の
上
限
と
な
る
。　
一
方
、
下
限
に
つ
い
て
は
、
平

田
氏
も
指
摘
さ
れ
る
通
り
、
『桜
雲
記
』
は

『続
本
朝
通
鑑
』
に
引
用
さ
れ

て
い
る
の
で
、
『
続
本
朝
通
鑑
』
の
成
立
し
た
寛
文
十
年
以
前
と
な
る
。

二
、
『南
方
紀
伝
』
成
立
説
の
再
検
討

次
に
、
『
南
方
紀
伝
』
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
述
べ
る
。

平
田
氏
は

『
南
方
紀
伝
』
の
成
立
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
る
。

こ
の

『南
方
紀
伝
』
の

〔神
皇
正
統
記
撰
述
〕
記
事
は

『桜
雲
記
』
と

同
様
で
、
そ
れ
を
漢
文
と
し
た
だ
け
で
あ
り
、
『
桜
雲
記
』
に
比
し
て

文
意
粗
略
で
あ
る
が
、
興
国
元
年
を
暦
応
三
年
に
あ
て
た
の
は
、
ま
さ

に

『
本
朝
通
鑑
』
の
新
説
を
う
け
た
も
の
で
あ
る
。
『本
朝
通
鑑
』
の

本
文
中
に

『桜
雲
記
』
の
成
立
に
ふ
れ
て
、
『南
方
記
』
な
る
も
の
が

あ

っ
た
が
、
今
存
せ
ず
、
『桜
雲
記
』
は
そ
の
断
簡
を
拾

っ
た
も
の
と

の
伝
称
を
記
し
て
い
る
が
、
こ
の
伝
称
を
基
と
し
て

『
桜
雲
記
』
の
ほ

か
、
『
本
朝
通
鑑
』
を
参
照
し
て
記
事
を
補
な
い
、
『
南
方
紀
伝
』
の
名

を
附
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
書
が

『本
朝
通
鑑
』
の
引
用
書
目
に

以
上
に
よ
り
、
平
田
氏
は

『南
方
紀
伝
』
の
成
立
を
、
『続
本
朝
通
鑑
』
の

成

っ
た
寛
文
十
年
以
後
と
さ
れ
る
の
だ
が
、
こ
の
指
摘
は
妥
当
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
『
南
方
紀
伝
』
の
興
国
改
元
記
事
が

『
続
本
朝
通
鑑
』
を

「
う
け

た
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
点
に
つ
い
て
述
べ
る
。

『
南
方
紀
伝
』
と

『続
本
朝
通
鑑
』
は
、
南
朝

の
興
国
改
元
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
左
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

南
帝
奥
国
元
年
北
朝
暦
応
三
年
四
月
廿
八
日
啓
元
　

　

　

（『南
方
紀
伝
し

厳
暦
応
三
年
南
朝
日
国
一九
年
　

廿
八

…
夏

四
月
甲
申
朔
。
…
○
辛
亥
。
南
朝
改
二
延
元
五
年
「
為
・ｍ
（国
元

（
‐２
）

年
「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『続
本
朝
通
鑑
し

右
の
よ
う
に
、
両
書
の
興
国
改
元
記
事
は
、
い
ず
れ
も
四
月
二
十
八
日
に

改
元
さ
れ
た
と
記
す
だ
け
で
、
そ
れ
以
上
の
情
報
は
な
い
。
た
だ
し
、
注
意

さ
れ
る
の
は
、
『
続
本
朝
通
鑑
』
が
こ
の
年
の
干
支
を

「庚
辰
」
と
正
し
く

記
す
の
に
対
し
、
右
に
挙
げ
た

『南
方
紀
伝
』
島
原
松
平
文
庫
本
は
、
興
国

元
年
以
外
、
全
て
の
年
に
干
支
を
付
記
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
興
国

元
年
に
限

っ
て
千
支
を
記
さ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
点
に
関
し

て
よ
り
重
要
な
の
は
、
島
原
本
は
、
興
国
元
年
の
前
年
に
当
た
る
延
元
四
年

の
干
支
に
、
延
元
三
年
と
同
じ

「戊
寅
」
を
付
け
る
と
い
う
誤
り
を
犯
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る

（正
し
く
は
己
卯
）
。

こ
の
誤
り
は
、
『南
方
紀
伝
』
の
諸
伝
本
中
、
島
原
本
の
み
に
現
れ
る
の

で
は
な
い
。
管
見
に
触
れ
た
伝
本
の
内
、
比
較
的
古
い
と
思
わ
れ
る
写
本
に
、

（
‐３
）

延
元
四
年
と
興
国
元
年
の
干
支
を
誤
る
も
の
が
多
い
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
誤
り
は
、
『南
方
紀
伝
』
の
成
立
時
に
、
す
で
に
存
し
て

い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
も
と
も
と
正
し
く
記
さ
れ
て
い
た
千
支
が
、
書

え
て
い
な
い
こ
と
、
ま
た

『
桜
雲
記
』
に
見
え
な
い
記
事

で

る
も
の
が
多
い
こ
と
は
こ
れ
を
裏
書
す
る
。



写
過
程
で
誤

っ
た
か
た
ち
に
変
化
す
る
と
は
考
え
に
く
い
し
、
ま
た
、
こ
の

干
支
が
、
『
南
方
紀
伝
』
本
文
の
成
立
後
に
、
本
文
と
は
別
の
人
物
に
よ

っ

て
記
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
な
ら
、
そ
の
人
物
は
、　
一
年
ご
と
に
順
に
記
し

て
ゆ
け
ば
得
ら
れ
る
干
支
の
整
合
性
を
無
視
し
、
あ
え
て
整
合
性
の
な
い
干

支
を
付
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
も
、
ま
ず
あ
り
得
な
い
こ
と
だ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
な
ぜ
、
『南
方
紀
伝
』
は
こ
の
二
年
に
限

っ
て
、
千
支
を
混
乱

し
て
い
る
の
か
。
そ
れ
は
、
『太
平
記
』
流
布
本
や

『
保
暦
間
記
』
、
『
李
花

集
』
な
ど
が
後
醍
醐
天
皇
の
崩
年
を
誤
る

（史
実
は
延
元
四
年
己
卯
）
こ
と
、

さ
ら
に
、
『太
平
記
』
が
、
後
醍
醐
天
皇
の
崩
御
の
直
後
に
相
当
す
る
巻
二

十
二
相
当
部
分
を
欠
落
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
と
み
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
菱
。

『南
方
紀
伝
』
の
干
支
の
混
乱
は
、
こ
れ
ら
諸
書
の
混
乱
の
影
響
を
受
け
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
『続
本
朝
通
鑑
』
に
干
支
の
混
乱
が
見
ら
れ
な
い
の
は
い
う
ま
で

も
な
い
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
同
書
は
後
醍
醐
天
皇
崩
御
記
事
に
続
き
、

次
の
よ
う
に
詳
し
く
注
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

按
二
倭
漢
合
運

・以
二
後
醍
醐
崩
「
為
二
延
元
三
年
戊
寅
之
事
「
蓋
因
二
太

平
記

一而
誤
。
太
平
記
次
第
錯
乱
。
誤
二
月
日
・者
不
レ
少
。
今
拠
二
帝
王

謝

劇

捌

劃

刻

習

劃

「

矧

ヨ

劉

四

割

硼

卿

州

馴

コ

卿

劃

日

引

判

到

馴

訓

罰

調

倒

国

劇

訓

川
刑
「
コ
劃
コ
劉
「
リ
コ
割
劉
到
判
割
「
副
劉
州
劉
ｏ
合
運
不
レ弁
ニ

太
平
記
誤
レ
四
為
讐
一之
事
「
妄
縮
三

年
「　
一
年
之
謬
。
差
レ之
千
里
。

不
レ可
レ不
レ正
焉
。

右
の
よ
う
に
、
『続
本
朝
通
鑑
』
は
、
後
醍
醐
天
皇
の
崩
御
は
延
元
四
年
己

卯
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
に
よ
り

「前
後
記
事
相
合
」

う
の
だ
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
し

『南
方
紀
伝
』
が

『
続
本
朝
通
鑑
』

を
参
照
し
て
い
た
な
ら
ば
、
延
元
四
年
に
は

「
己
卯
」
が
、
翌
興
国
元
年
に

は

「庚
辰
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
順
当
に
付
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

で
は
、
『
南
方
紀
伝
』
が
興
国
改
元
を
延
元
五
年
の
こ
と
と
し
た
の
は
、

い
っ
た
い
何
に
よ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

『
続
本
朝
通
鑑
』
が
南
朝
の
興
国
改
元
を
延
元
五
年
に
あ
て
た
の
は
、
平

田
氏
も
指
摘
さ
れ
る
と
お
り
、
『
元
弘
日
記
裏
書
』
に
拠

っ
た
も
の
で
あ
る
。

『
元
弘
日
記
裏
書
』
は
興
国
改
元
に
つ
い
て
、
左
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

今
年
興
国
元
。
四
月
廿
八
日
。
改
二
興
国
「

『
南
方
紀
伝
』
の
興
国
改
元
記
事
が
拠

っ
た
の
は
、
こ
の

「
死
弘
日
記
裏
書
』

の
記
事
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
記
事
以
外
に
つ
い
て
、
『
元
弘
日
記
裏

書
』
と

『南
方
紀
伝
』
と
を
比
べ
る
と
、
『南
方
紀
伝
』
に
は
、
『
元
弘
日
記

裏
書
』
の
記
事
を
、
ほ
と
ん
ど
叙
述
を
変
え
ず
採
用
し
て
い
る
部
分
が
見
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る
。　
一
例
を
示
す
。

五
月
廿
二
日
、
和
泉
国
堺
浦
合
戦
、
官
軍
敗
北
、
顕
家
卿
討
死
廿
一
歳
、

家

五
月
廿
八
日
、
持
家
ｏ房
等
朝
臣
発
向
八
幡
山
、
六
月
中
度
々
合
戦
、

城
中
有
殊
切
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翁
南
方
紀
伝
』
延
元
三
年
）

五
月
廿
二
日
。
和
泉
国
堺
浦
合
戦
。
官
軍
敗
北
。
顕
家
卿
死
レ
節
。
同

月
廿
八
日
。
持
定
。
家
房
等
朝
臣
発
二
向
八
幡

・取
レ
陳
。
六
月
中
。

度
々
合
戦
。
城
中
有
二
殊
功
「
　
　
　
（『
元
弘
日
記
裏
書
』
延
元
三
年
）

右
の
よ
う
に
両
書
の
記
事
が

一
致
す
る
こ
と
か
ら
見
て
、
『南
方
紀
伝
』
が

『
元
弘
日
記
裏
書
』
を
直
接
参
照
し
て
い
る
こ
と
は
、
ま
ず
間
違
い
な
い
。



そ
う
で
あ
る
以
上
、
興
国
改
元
記
事
に
つ
い
て
も
、
『
南
方
紀
伝
』
の
そ
れ

は
、
『
元
弘
日
記
裏
書
』
に
直
接
拠

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
興
国
改
元
記
事
に
関
し
て
み
る
と
、
『南
方
紀
伝
』
は

『続
本
朝
通
鑑
』
を
参
照
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
平
田
氏
の
指
摘
さ
れ
る
、
『南
方
紀
伝
』
に
は

『続
本
朝
通
鑑
』

と

一
致
す
る
記
事
が
多
い
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

『南
方
紀
伝
』
に

『続
本
朝
通
鑑
』
と

一
致
す
る
記
事
が
多
い
の
は
事
実

で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も

『続
本
朝
通
鑑
』
も

『
南
方
紀
伝
』
も
、
歴

史
的
事
実
に
つ
い
て
、
限
ら
れ
た
史
料
に
よ

っ
て
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
以

上
、
両
書
に

一
致
す
る
記
事
が
多
い
の
は
当
然
だ
ろ
う
。
平
田
氏
が

『
南
方

紀
伝
』
の
ど
の
記
事
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
レ
ベ
ル
で

『
続
本
朝
通
鑑
』

と

一
致
す
る
と
さ
れ
た
の
か
は
、
具
体
例
が
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
明
ら

か
で
な
い
が
、　
一
方
、
両
書
の
相
違
点
を
見
る
と
、
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と

な
が
ら
、
『
南
方
紀
伝
』
に
は
、
明
ら
か
な
誤
り
が
多
く
見
ら
れ
る
の
で
あ

Ｚり
。例

え
ば
、
『南
方
紀
伝
』
建
徳
元

（北
朝
応
安
三
）
年
条
に
は
、
次
の
記

事
が
あ
る
。

秋
八
月
、
東
福
寺
背
法
制
、
故
欲
削
五
山
之
籍
、
然
因
寺
僧
之
請
、
免

之
、
布
施
入
道
昌
椿
奉
行
之
、

（
‐６
）

右
の
記
事
は
、
『京
都
将
軍
家
譜
』
に
よ
る
。
同
書
は
右
と
ほ
ぼ
同
文
の
記

事
を
、
『南
方
紀
伝
』
と
同
じ
く
、
応
安
三
年
の
こ
と
と
し
て
記
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
事
件
が
起
こ
っ
た
の
は
、
正
し
く
は
、
応
安
五
年
の
こ
と

な
の
で
あ
る

（『花
営
三
代
記
し
。
そ
し
て
、
『続
本
朝
通
鑑
』
は
、
こ
れ
を

正
し
く
応
安
五
年
の
こ
と
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
、
『
南
方
紀
伝
』
の
作
者
は
、
少
な
く
と
も
こ
の
記
事
に
関
し

て
は
、
『続
本
朝
通
鑑
』
を
参
照
し
て
い
な
い
と
い
え
る
。
ど
ち
ら
も
林
家

の
著
作
で
あ
る

一
方
、
そ
の
精
細
さ
に
は
大
き
な
隔
た
り
の
あ
る

『
京
都
将

軍
家
譜
』
と

『
続
本
朝
通
鑑
』
と
を
比
較
し
て
、
『続
本
朝
通
鑑
』
を
非
と

し
、
『京
都
将
軍
家
譜
』
を
是
と
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

も
と
よ
り
、
以
上
に
述
べ
た
こ
と
は
部
分
的
な
問
題
で
あ
り
、
こ
れ
だ
け

で
は
、
『
南
方
紀
伝
』
が

一
字
た
り
と
も

『続
本
朝
通
鑑
』
を
利
用
し
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
、
『南
方
紀
伝
』

が

『
続
本
朝
通
鑑
』
に
よ
る
と
す
る
平
田
氏
の
説
が
疑
わ
し
い
と
い
う
こ
と

は
、
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
『
南
方
紀
伝
』
の
成
立
が

『続
本
朝
通
鑑
』
の

成
立
し
た
寛
文
十
年
以
前
で
あ
る
可
能
性
は
、
十
分
に
、
あ
る
。

三
、
「南
方
紀
伝
』
と

『
桜
雲
記
』
の
先
後

以
上
に
よ
り
、
『
桜
雲
記
』
の
成
立
は
慶
安
五
年
か
ら
寛
文
十
年
の
間
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
ま
た
、
『
南
方
紀
伝
』
の
成
立
も
、
寛
文
十
年
以
後
と

は
限
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
う
で
あ
る
以
上
、
両
書
の
先
後
関

係
も
、
『
桜
雲
記
』
が

『
南
方
紀
伝
』
に
先
行
す
る
と
決
め
て
か
か
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
。
よ

っ
て
、
以
下
に
は
両
書
の
先
後
関
係
に
つ
い
て
述
べ
る
。

ま
ず
問
題
に
す
る
の
は
、
『
元
弘
日
記
裏
書
』
の
利
用
に
つ
い
て
で
あ
る
。

先
に
も
述
べ
た
通
り
、
『
南
方
紀
伝
』
と

『桜
雲
記
』
と
の
相
違
に
、
『
桜

雲
記
』
が
興
国
改
元
を
延
元
四
年
の
こ
と
と
す
る
の
に
対
し
、
『
南
方
紀
伝
』

が
正
し
く
延
元
五
年
と
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
『
南
方
紀



伝
』
の
興
国
改
元
記
事
が
、
『
元
弘
日
記
裏
書
』
に
拠

っ
た
も
の
で
あ
る
と

い
う
こ
と
も
、
さ
き
に
述
べ
た
。

で
は
、
興
国
改
元
を
延
元
四
年
の
こ
と
と
す
る

『桜
雲
記
』
に
は
、
『
元

弘
日
記
裏
書
』
を
原
拠
と
す
る
記
事
が
見
ら
れ
な
い
の
か
と
い
う
と
、
そ
う

で
は
な
い
。
例
え
ば

『
桜
雲
記
』
延
元
三
年
条
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

五
月
、
泉
州
堺
浦
合
戦
、
顕
家
戦
破
テ
於
安
倍
野
二討
死
書
廿
ヽ
顕
信

・

新
田
義
興
籠
コ
八
幡
山
ヽ
同
廿
八
日
、
持
家

・
家
房
八
幡

二
発
向
、
六

月
、
師
直
八
幡

ヲ
攻
破
ル
、

右
の
記
事
は
、
『
王
代

一
覧
』
の
左
の
記
事
を
基
礎
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

五
月
。
顕
家
戦
破

レ
テ
。
泉
州
安
部
野

ニ
テ
討
死
ス
。
年
二
十

一
。
顕

家
ガ
弟
顕
信
。
井
新
田
義
興
八
幡

二
籠
ル
。

六
月
。
師
直
八
幡
ヲ
攻
破
ル

両
書
の
記
事
を
比
較
す
る
と
、
『桜
雲
記
』
の
記
事
は
、
『
王
代

一
覧
』
を

基
礎
と
し
て
、
傍
線
部
の
内
容
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ

し
て
、
こ
の
傍
線
部

の
内
容
は
、
『
元
弘
日
記
裏
書
』
に
拠
る
も
の
な
の
で

あ
る
。
『
元
弘
日
記
裏
書
』
の
該
当
記
事
は
、
『
南
方
紀
伝
』
の
該
当
記
事
と

と
も
に
、
前
節

（
二
十
八
頁
下
段
）
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
参
照
さ
れ
た

い
。
な
お
、
『桜
雲
記
』
の
傍
線
部
の
内
容
は
、
『
元
弘
日
記
裏
書
』
に
限
ら

ず
、
『南
方
紀
伝
』
に
も
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、
注
意
し
て
お
く
。

こ
の
他
に
も
、
『桜
雲
記
』
に
は

『
元
弘
日
記
裏
書
』
の
影
響
を
認
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
更
に

一
例
を
示
す
。
『
桜
雲
記
』
元
弘
三
年
条
で
あ
る
。

十
月
、
北
畠
参
議
源
顕
家
、
陸
奥
ノ
国
司

二
任
シ
下
向

ス
、
義
良
親
王

為
二
陸
奥
大
守
書
疋
ヲ
携

工
、
上
野
入
道
々
忠
輔
佐

ス
、
陸
奥

・
出
羽
両

国
悉
ク
静
認
ス
、

次
に
、
こ
れ
に
関
連
す
る
記
事
を
、
『王
代

一
覧
』
、
『元
弘
日
記
裏
書
』
、

『南
方
紀
伝
』
の
順
に
示
す
。

十
月
。
北
畠
参
議
源
顕
家
。
陸
奥
ノ
国
司
二
任
シ
下
向
ス
。
出
羽
陸
奥

両
国
皆
従
ヌ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
　
　
（『王
代

一
覧
し

十
月
。
皇
子
義
良
井
顕
家
卿
下
二
向
奥
州
「
上
野
入
道
道
忠
奉
二
輔
佐
・

之
間
。
国
中
早
速
静
諦
詑
。
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｓ
元
弘
日
記
裏
書
し

冬
十
月
十
日
、
顕
家
叙
正
三
位
、
義
良
親
王
童
体
任
陸
奥
大
守
、
下
向

奥
州
、
上
野
介
入
道
々
忠
奉
輔
佐
、
陸
奥
凶
徒
悉
静
説
詑
、

Ｇ
南
方
紀
伝
し

こ
こ
で
も
先
と
同
様
、
『桜
雲
記
』
の
記
事
は
、
『王
代

一
覧
』
を
基
礎
と

し
て
、
傍
線
部
の
情
報
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
傍
線
部
の
う
ち
、

上
野
入
道
道
忠
が
輔
佐
し
た
と
い
う
の
は
、
『
元
弘
日
記
裏
書
』
を
原
拠
と

す
る
情
報
な
の
で
あ
る
。
な
お
、
『桜
雲
記
』
の
傍
線
部
の
情
報
は
、
「義
良

親
王
為
二
陸
奥
太
守
こ

と
い
う
部
分
も
含
め
、
『南
方
紀
伝
』
に
包
含
さ
れ

る
こ
と
に
も
注
意
し
て
お
く
。

以
上
の
よ
う
に
、
『桜
雲
記
』
に
は

『元
弘
日
記
裏
書
』
を
原
拠
と
す
る

部
分
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
延
元
四
年
改
元
説
を
採
る

『桜
雲
記
』
が
延
元
五

年
改
元
説
を
採
る

『南
方
紀
伝
』
に
先
行
す
る
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
先
に
注
意
を
払

っ
た
よ
う
に
、
『桜
雲
記
』
の
う
ち

『元
弘
日

記
裏
書
』
を
原
拠
と
す
る
部
分
は
、
『南
方
紀
伝
』
に
包
含
さ
れ
る
の
に
対

し
、
『南
方
紀
伝
』
と

『元
弘
日
記
裏
書
』
と
の
関
係
が
直
接
的
で
あ
る
こ



と
は
、
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
ま
ず
間
違
い
な
い
。
こ
こ
か
ら
考
え
て
、

『
桜
雲
記
』
と

『南
方
紀
伝
』
と
に
直
接

の
関
係
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、

『
桜
雲
記
』
が

『
南
方
紀
伝
』
に
依
拠
し
て
い
る
と
見
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。

『
南
方
紀
伝
』
が

『
桜
雲
記
』
に
対
し
て
先
行
性
を
示
す
の
は
、
『
元
弘
日

記
裏
書
』
に
関
す
る
部
分
だ
け
で
は
な
い
。
両
書
の
所
収
和
歌
か
ら
見
て
も
、

『南
方
紀
伝
』
は

『
桜
雲
記
』
に
先
行
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
こ
の
点
に
つ
い
て
述
べ
る
。

『桜
雲
記
』
と

『南
方
紀
伝
』
の
所
収
和
歌
に

つ
い
て
は
、
安
井
久
善
氏

に
よ

っ
て
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
氏
は
、
『
桜
雲
記
』
の
所
収
和
歌
は

一
四
〇
首
、
こ
れ
に
対
し

『
南
方
紀
伝
』
の
そ
れ
は
六
十
余
首
と
大
幅
に
少

な
い
こ
と
、
『
南
方
紀
伝
』
の
六
十
余
首
の
う
ち
四
十
六
首
は

『
桜
雲
記
』

に
も
見
え
、
残
り
の

『
南
方
紀
伝
』
の
み
に
見
え
る
十
余
首
が
、
ョ
釜

首

宗
良
親
王
の
詠
を
除
け
ば
、
他
は
全
て
北
朝
君
臣
の
作
で
あ
る
」
こ
と
を
指

摘
し
、
「
桜
雲
記
』
が
概
し
て
南
朝
関
係
の
記
事
内
容
に
重
点
を
お
い
て
、

そ
れ
に
集
中
す
る
方
針
を
と

っ
て
い
る
の
に
対
し
、
『
南
方
紀
伝
』
の
方
は

そ
の
方
針
を
や
や
緩
和
す
る
方
向
を
と

っ
て
い
る
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
安
井
氏
の
指
摘
に
は
疑
間
が
あ
る
。
そ
も
そ
も

『桜
雲
記
』
も

『南

方
紀
伝
』
も
、
南
朝
を
主
題
と
し
た
も

の
で
あ
る
こ
と
に
疑

い
は
な
い
。

『
南
方
紀
伝
』
は
そ
れ
を

「緩
和
」
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
安
井
氏
が
右
の
よ

う
に
説
明
さ
れ
た
の
は
、
『
桜
雲
記
』
が

『
南
方
紀
伝
』
に
先
行
す
る
と
す

る
平
田
氏
の
説
に
専
ら
拠
ら
れ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
平
田
氏
の
説
が

確
実
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
こ
と
は
、
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

稿
者
は
、
安
井
氏
の
指
摘
と
は
逆
に
、
『桜
雲
記
』
が
、
『
南
方
紀
伝
』
の

北
朝
君
臣
の
歌
を
不
要
と
し
て
削
り
、
更
に
南
朝
関
係
の
詠
を
増
補
し
た
も

の
と
見
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
以
下
、
両
書
の
所
収
す

る
和
歌
の
扱
い
の
面
か
ら
、
述
べ
る
。

『
南
方
紀
伝
』
正
平
二
十
四
年
条
に
は
、
後
村
上
天
皇
崩
御
記
事
を
承
け

て
、
次
の
記
事
が
配
さ
れ
て
い
る
。

信
州
将
軍
宮
至
吉
野
、
奉
吊
故
院
、
亦
下
向
信
州
大
河
原
、
奉
献
和
歌

今
上
云
、

数
タ
ラ
ヌ
歎

ニ
ナ
キ
テ
吾

ハ
タ

ヽ
帰
り
佗
タ
ル
雁
ノ
一
行
ラ

一
方
、
『桜
雲
記
』
は
右
の
詠
を
、
文
中
三
年
条
に
、
別
の

一
首
と
関
連
づ

け
て
収
め
る
。
左
に
示
す
本
文
が
そ
れ
で
あ
る
。

今
年
冬
、
宗
良
親
王
信
州
大
河
原

ヨ
リ
南
朝

へ
来
ル
、
去
ル
延
元
ノ
比

東

二
下
テ
、
進

二
年
月
ヲ
経
テ
、
今
愛

二
至
テ
、
其
見
シ
人
モ
失
果
テ
、

最
愁

ヲ
催
シ
、
独
懐
旧
卜
云
事
ヲ
詠

ス
、

同
ク
ハ
ト
モ
ニ
見
シ
代
ノ
人
モ
カ
ナ
恋
シ
サ
ヲ
タ
ニ
カ
タ
リ
ア
ハ

セ

ン

先
帝
在
世

ノ
時
、
信
州

ョ
リ
来
ル
ヘ
シ
ト
数
度
勅
有
ト
イ

ヘ
ト
モ
、
戦

場

二
間
ナ
ク
、
遂

二
果
サ
ス
、
今
吉
野

二
来
テ
愁
傷
モ

一
方
ナ
ラ
ス
、

又
信
州

へ
赴
ク
志
有
ル
時
、
雁
ノ
鳴
ヲ
聞
テ
、

数
ナ
ラ
ヌ
歎
キ

ニ
ナ
キ
テ
我

ハ
タ

ヽ
カ

ヘ
リ
ワ
ヒ
タ
ル
雁
ノ

一
行

こ
れ
に
対
し
、
右
の
二
首
の
典
拠
で
あ
る

『新
葉
和
歌
集
』
に
は
、
左
の

（
‐９
）

よ
う
に
あ
る
。

信
濃
国
に
侍
り
し
比
、
後
村
上
院
罷
り
の
ぼ
る
べ
き
よ
し
た
び
た

び
仰
せ
ら
れ
し
を
、
と
に
か
く
に
と
ど
こ
ほ
る
事
あ
り
て
、
か
く



れ
さ
せ
給
て
芳
野
の
行
宮
に
ま
ゐ
り
て
又
や
が
て
か
の
国

へ
と
思

ひ
た
ち
侍
り
し
に
、
帰
る
か
り
の
な
く
を
き
き
て中

務
卿
宗
良
親
王

か
ず
た
ら
ぬ
歎
に
な
き
て
わ
れ
は
た
だ
か

へ
り
わ
び
た
る
か
り
の

一
行

（巻
十
九

・
哀
傷

。
一
三
二
〇
）

延
元
の
比
、
あ
づ
ま

へ
く
だ
り
侍
り
し
後
、
お
ほ
く
の
年
月
を

ヘ

て
文
中
三
年
の
冬
芳
野
の
行
宮
に
ま
ゐ
り
侍
り
し
か
ど
も
、
み
し

世
の
人
も
な
く
、
よ
ろ
づ
む
か
し
思
ひ
出
で
ち
る
る
事
の
み
お
ほ

く
侍
り
し
に
、
独
懐
旧
と
い
ふ
こ
と
を
　
　
　
中
務
卿
宗
良
親
王

お
な
じ
く
は
と
も
に
み
し
世
の
人
も
が
な
恋
し
さ
を
だ
に
か
た
り
あ
は

せ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻
十
八

・
雑
下

・
一
三
〇
六
）

『新
葉
集
』
か
ら
知
ら
れ
る
の
は
、
宗
良
親
王
が

「芳
野

の
行
宮

に
ま

ゐ
」

っ
た
の
は

「文
中
三
年
の
冬
」
で
あ
り
、
そ
れ
は

「延
元
の
比
」
以
来

「
お
ほ
く

の
年
月
を

へ
て
」
の
こ
と

で
あ

っ
た
、
と

い
う

こ
と

で
あ
る
。

よ

っ
て
、
「
か
ず
た
ら
ぬ
」
（詠
の
詞
書
に
記
さ
れ
る
、
「
か
く
れ
さ
せ
給
て
芳

野
の
行
宮
に
ま
ゐ
」

っ
た
の
も
、
文
中
三
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
、
『
桜
雲
記
』
が

「
お
な
じ
く
は
」
詠
と

「
か
ず
た
ら
ぬ
」
（詠
を

文
中
三
年
条
に
収
め
て
い
る
の
は
、
『
新
葉
集
』
の
内
容
を
正
し
く
理
解
し

た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
の
に
対
し
、
「
か
ず
た
ら
ぬ
」
（詠
を
正
平
二
十
四
年

条
に
収
め
る

『
南
方
紀
伝
』
は
、
誤

っ
て
い
る
。
な
お
、
『
南
方
紀
伝
』
に

「
お
な
じ
く
は
」
詠
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。

さ
て
、
も
し

『南
方
紀
伝
』
が

『
桜
雲
記
』
に
よ

っ
た

の
で
あ
れ
ば
、

『
南
方
紀
伝
』
は
、
『桜
雲
記
』
の

「数
ナ
ラ
ヌ
」
詠
の
直
前
に
記
さ
れ
る
、

「
同
ク
ハ
」
詠
に
つ
い
て
の

「
去
ル
延
元
ノ
比
東

二
下
テ
、
蓬

二
年
月

ヲ
経

テ
、
今
愛

二
至
テ
」
と
い
う
記
載
を
無
視
し
、
さ
ら
に
、
典
拠
で
あ
る

『新

葉
和
歌
集
』
の
詞
書
の

「
延
元
の
比
、
あ
づ
ま

へ
く
だ
り
侍
り
し
後
、
お
ほ

く
の
年
月
を

へ
て
文
中
三
年
の
冬
芳
野
の
行
宮
に
ま
ゐ
り
侍
り
し
か
」
と
い

う
記
載
を
も
無
視
し
て
、
「
数
タ
ラ
ヌ
」
詠
を
正
平
二
十
四
年
条
に
収
め
た

と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
、
ま
ず
あ
り
得
な
い
こ
と
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
『
桜
雲
記
』
と

『
南
方
紀
伝
』
の
間
に
直
接
的
依

拠
関
係
が
あ
る
と
す
る
な
ら
、
『
桜
雲
記
』
が

『
南
方
紀
伝
』
に
よ
る
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
す
く
な
く
と
も
、
『
南
方
紀
伝
』
が

『
桜
雲
記
』
に

よ
る
と
い
う
こ
と
は
、
あ
り
得
な
い
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

以
上
、
『
南
方
紀
伝
』
と

『
桜
雲
記
』
の
成
立
時
期
と
依
拠
関
係
に
つ
い

て
、
述
べ
た
。
『南
方
紀
伝
』
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
平
田
氏
の
説
を

否
定
す
る
に
と
ど
ま

っ
た
が
、
『南
方
紀
伝
』
と

『
桜
雲
記
』
と
に
依
拠
関

係
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
『
桜
雲
記
』
が

『
南
方
紀
伝
』
に
よ

っ
た
と
見

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
『南
方
紀
伝
』
の
成
立
が
、
『
桜
雲
記
』
の
成
立
の
下
限

で
あ
る
寛
文
十
年
以
前
で
あ
る
可
能
性
は
、
十
分
に
あ
る
と
考
え
る
。

た
だ
し
、
両
書
の
記
事
に
は
多
く
の
出
入
り
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
り
、

両
書
の
関
係
が
直
接
的
な
も
の
で
は
な
い
と
い
う
可
能
性
も
、
現
段
階
で
は

否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
両
書
そ
れ
ぞ
れ
の

編
纂
方
針
の
相
違
か
ら
説
明
で
き
る
部
分
が
大
き
い
と
思
う
が
、
こ
れ
に
つ



い
て
述
べ
る
用
意
は
な
い
。
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

注（１
）

「神
皇
正
統
記
著
作
の
対
象
と
目
的
―
学
説
の
展
開
と
そ
の
批
判
―
」

「
神
皇
正
統
記
の
基
礎
的
研
究
』
雄
山
閣
出
版
、
昭
和
五
十
四
年
）。
な
お
、

以
下
に
引
く
平
田
氏
の
説
は
、
す
べ
て
こ
れ
に
よ
る
。

（２
）

『龍
門
文
庫
善
本
叢
刊

第
六
巻
』
（阪
本
龍
門
文
庫
、
昭
和
六
十

一
年
）

所
収

『桜
雲
記
』
解
説
。

（３
）

そ
も
そ
も
平
田
氏
の
論
は
、
そ
の
論
題

（注

（１
こ

の
示
す
通
り
、
『桜

雲
記
』
と

『南
方
紀
伝
』
の
問
題
を
中
心
に
論
じ
た
も
の
で
は
な
い
。
氏
の

説
の
妥
当
性
は
、
『南
方
紀
伝
』
や

『桜
雲
記
』
を
本
位
に
据
え
て
、
改
め

て
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。

（４
）

古
典
遺
産
の
会
編

『室
町
軍
記
総
覧
』
（明
治
書
院
、
昭
和
六
十
年
）
「桜

雲
記
」
項
。

（５
）

以
下
、
『桜
雲
記
』
は
、
「林
氏
蔵
書
」
。
習
曰
平
坂
学
問
所
」
そ
の
他
の
印

記
を
も
つ
林
家
本
に
よ
る
。
該
本
は
現
在
、
上
巻

一
冊
は
国
立
国
会
図
書
館

に
、
中

・
下
巻
二
冊
は
国
立
公
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
本
文
や
書
式

か
ら
、
末
尾
に

「就
林
春
常
家
蔵
之
本
／
士
酔
ど
夏
」
と
の
貼
紙
を
も
つ
彰

考
館
本

（国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
紙
焼
写
真
に
よ
る
）
の
親
本
と
考
え
ら
れ

る
。
書
写
年
代
は
、
『内
閣
文
庫
国
書
分
類
目
録

（改
訂
版
と

に

「
〔寛

文
ど

と
さ
れ
る
通
り
で
、
該
本
と
同
じ
標
色
の
表
紙
の
左
肩
に
、
該
本
と

同
様
に
直
書
で
外
題
を
記
す
と
い
う
体
裁
は
、
国
立
公
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ

る
林
家
本
の
う
ち
、
『続
本
朝
通
鑑
』
の
編
纂
資
料
集
で
あ
る

『国
史
考
』

や
、
『国
史
館
日
録
』
（史
料
纂
集
本
）
に
よ
っ
て
寛
文
七
年
に
書
写
さ
れ
た

こ
と
が
知
ら
れ
る

『愚
管
抄
』
２

〓
一八

‘
五
六
。
『国
史
館
日
録
』
寛
文
七

年
八
月
十
八
日
条
）、
『元
秘
別
録
』
盆

四
六

‘
一
三
二
。
『国
史
館
日
録
』

同
年
十
月
十

一
日
条
以
下
）
や
、
同
年
に
改
装
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る

『本
朝
無
題
詩
』
公
一〇
四

‐
二
九

一
。
『国
史
館
日
録
』
同
年
間
二
月
六
日

条
）
な
ど
と
同
じ
。
な
お
、
以
下
に
示
す
同
本
か
ら
の
引
用
の
う
ち
、
和
歌

の
直
後
の
改
行
は
、
私
に
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

以
下
、
『王
代

一
覧
』
の
引
用
は
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
奈
良
県
立
図

書
情
報
館
蔵
本

（寛
文
三
年
村
上
版
七
冊
本
）
に
よ
り
、
振
仮
名
お
よ
び
小

書
き
で
記
さ
れ
る
送
仮
名
は
省
略
し
た
。

国
立
公
文
書
館
蔵

（
一
三
九

，
二
四
）。

新
訂
増
補
国
史
大
系
本
。

『国
書
人
名
辞
典

第
四
巻
』
（岩
波
書
店
、
平
成
十
年
）
に
よ
る
。

引
用
の

〔　
〕
内
は
、
文
意
に
よ
り
私
に
補
っ
た
。
な
お
、
こ
の
説
は
、

中
山
信
名

『関
城
書
考
』
翁
史
籍
雑
纂

第
三
』
（国
書
刊
行
会
、
明
治
四
十

四
年
）
所
収
）
の
説
を
踏
ま
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
『関
城
書
考
』
に
は

以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

一
近
世
南
朝
の
事
跡
を
記
す
る
も
の
、
桜
雲
記
を
始
と
す
、
こ
の
書
全

く
杜
撰
に
あ
ら
す
と
い
へ
と
も
、
錯
誤
少
か
ら
す
、
所
レ拠
と
な
し
難

し
、
南
朝
紀
伝
は
其
次
也
、
皆
桜
雲
記
よ
り
出
た
り
、
た
ゝ
附
会
を
益

の
み
、
本
朝
通
鑑
に
よ
る
に
、
世
相
伝
ふ
、
古
南
朝
記
と
云
者
あ
り
、

詳
に
吉
野
の
事
実
を
記
す
、
桜
雲
記
は
其
書
に
よ
り
て
作
る
処
也
と
、

格誦醐朔」』猜』』̈
げはレⅧ計み勤誼‐こ世陵轍ヽ
”秘腱‐こ記わ

ら
す
、

（Ｈ
）

以
下
、
『南
方
紀
伝
』
の
引
用
は
、
巻
二
ま
で
は
肥
前
嶋
原
松
平
文
庫
蔵

『南
方
記
』
に
、
巻
三
以
下
は
肥
前
嶋
原
松
平
文
庫
蔵

『南
方
紀
伝
』
に
よ

る
が
、
返
点
お
よ
び
小
書
き
で
記
さ
れ
る
送
仮
名
は
省
略
し
た
。
こ
の
二
本

が
併
せ
て
通
常
の

『南
方
紀
伝
』
の
内
容
を
具
え
る
こ
と
、
そ
の
本
文
内
容

が
、
他
本
と
く
ら
べ
て
原
初
形
態
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
拙
稿

「島
原
松
平
文
庫
蔵

『南
方
紀
伝
』
を
め
ぐ
っ
て
―

『南
方
紀
伝
』
仮
名
本

先
行
説
の
再
検
討
―
」
翁
詞
林
』
四
二
、
平
成
十
九
年
十
月
）
で
述
べ
た
。

（
６
）
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（‐２
）

以
下
、
『続
本
朝
通
鑑
』
の
引
用
は
、
国
書
刊
行
会
本
に
よ
る
。
た
だ
し
、

表
記
の
都
合
上
、
各
月
ご
と
に
施
さ
れ
る
改
行
は
、
こ
れ
を
省
略
し
た
。

（‐３
）

例
え
ば
、
改
定
史
籍
集
覧
本
は
延
元
三
年
を
戊
寅
と
し
た
の
ち
、
延
元
四

年
と
興
国
元
年
の
干
支
を
記
さ
な
い
が
、
こ
れ
は
彰
考
館
本

（国
文
学
研
究

資
料
館
蔵
紙
焼
写
真
に
よ
る
）
と
同
じ
。
仮
名
本
に
は
、
延
元
四
年
を
戊
寅

（前
年
と
重
出
）、
興
国
元
年
を
己
卯
と
す
る
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
こ

れ
ら
の
中
に
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本

（葉

‐
一
三
二
五
、
巻
二
末
尾
直
前

ま
で
の
残
欠
）、
田
村
宗
永

（
一
六
五
六
～

一
七
〇
八
）
ら
の
写
と
さ
れ
る

阪
本
龍
門
文
庫
蔵
の
二
本
な
ど
が
あ
る
。

（‐４
）

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
周
知
の
と
お
り
、
『参
考
太
平
記
』
に
詳
論
が

見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
前
に
、
『続
本
朝
通
鑑
』
も
、
以
下
に
示
す
よ
う
に
、

後
醍
醐
天
皇
の
崩
年
に
つ
い
て
詳
し
く
注
記
し
て
い
る
。

（‐５
）

以
下
、
『元
弘
日
記
裏
書
』
は

『新
校
群
書
類
従
』
に
よ
る
。

（‐６
）

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
石
崎
文
庫
蔵
明
暦
四
年
版
本
に
よ
っ
た
。
な
お
、

『南
方
紀
伝
』
に

コ
只
都
将
軍
家
譜
』
に
拠
る
記
事
が
多
い
こ
と
は
、
注

（ｎ
）
所
掲
の
拙
稿
で
、
述
べ
た
。

（‐７
）

安
井
久
善

「『南
方
紀
伝
』
再
考
」
「
商
学
集
志

人
文
科
学
編
』

一
九

‐

一
、
昭
和
六
十
二
年
八
月
）。

（‐８
）

な
お
、
安
井
氏

「彰
考
館
本

『南
方
紀
』
を
め
ぐ

っ
て
」
（
商
学
集
志

人
文
科
学
編
』

一
九
―
三
、
昭
和
六
十
三
年
二
月
）
で
は
、
彰
考
館
本

『南

方
紀
』
と

『桜
雲
記
』
。
『南
方
紀
伝
』
と
の
関
係
か
ら
、
「両
書
の
う
ち

一

方
が
他
方
を
編
纂
資
料
と
し
て
用
い
た
と
い
っ
た
関
係
は
否
定
さ
れ
て
然
る

べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
論
で
も
両
書
の
成
立
時
期
に
つ

い
て
は
平
田
氏
の
説
に
全
面
的
に
拠
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
彰
考
館
本

『南
方
紀
』
は
肥
前
嶋
原
松
平
文
庫
蔵

『南
方
記
』
第
二
の
内
容
に
増
補
を

加
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

（注

（１１
）
所
掲
拙
稿
）
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に

つ
い
て
も
再
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

（‐９
）

新
編
国
歌
大
観
本
に
よ
る
。

（２０
）

な
お
、
『南
方
紀
伝
』
の
文
中
三
年
条
に
は
、
「冬
、
宗
良
親
王
自
信
州
大

河
原
上
南
都
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
が
、
宗
良
親
王
の
吉
野
参
向
が
延
元
以

来
の
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
以
下
に
述
べ
る
点
と
考
え

あ
わ
せ
る
と
、
『南
方
紀
伝
』
が
直
接
参
照
し
た
の
は
、
『新
葉
和
歌
集
』
に

基
づ
く
二
次
的
史
料
で
あ
り
、
そ
の
史
料
に
は
、
宗
良
親
王
の
吉
野
参
向
が

延
元
以
来
の
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（せ
た

。
み
ち
お
　
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）


